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	チーム・パシュート通信 VOL.2
	遠い戦争を「自分事」          として考えるために
	遠い戦争を「自分事」として考えるために
	情報環境が「偏った世界」をつくる
	「なぜトランプは良くないのか」と問えるか
	「自分の問題は社会の問題である」という視点
	私たちは、自分の不安や違和感を個人の問題として処理しがちです。しかし、その背景には社会の構造や政治の判断が関わっていることが少なくありません。 「自分の問題は社会の問題である」と捉えることで、私たちは現実をより深く理解できるようになります。そしてそれは、社会にどう関わるかを考えることにもつながっていきます。 社会を変えるために、大きな行動が必要とは限りません。
	こうした小さな行動が、「例外が当たり前になる社会」を防ぐ力になります。

	戦争を遠いままにしないために
	戦争は、突然どこかで起きるものではありません。人々の認識や関係の積み重ねの中から生まれます。 だからこそ、それを遠い出来事として眺めるのではなく、自分の生活や思考の中に引き寄せて考えることが必要です。 遠い戦争を遠いままにしないこと。 それは、「自分はどのように社会と関わって生きるのか」という問いに向き合うことでもあります。 そしてその答えは、特別な場所ではなく、私たち一人ひとりの日常の中にあるのです。


	チームパシュートの活動
	チームパシュートは、特定の組織や肩書きに縛られない、市民一人ひとりの意思と問題意識から生まれるゆるやかなコミュニティです。  共通しているのは、「社会に対して何かを感じ、考え、行動したい」という思いだけ。それぞれが異なる背景や専門性を持ちながら、ひとつの方向に向かって力を重ねていきます。 このコミュニティの特徴は、その名の通り“チームパシュート”のような動きにあります。  誰か一人が固定的に先頭に立つのではなく、場面や課題に応じて最も適した人がリーダーとなり、役割を引き継ぎながら前進していく。先頭は入れ替わりながらも、全体としては一つのまとまりとして進み続けます。 市民活動や政治参加の場面においても、それぞれの得意分野や関心を活かしながら、無理なく関わり続けることができるのが、このコミュニティの強みです。  個人では難しいことも、ゆるやかにつながることで実現できる。そんな持続可能な関わり方を大切にしています。チームパシュートは、「誰かがやる」のではなく、「自分たちで社会に関わっていく」ための、新しいかたちのつながりです。
	メンバー紹介　吉田りこが得意とすること
	中小企業の経営者として現場を支えながら、ネットリテラシーや家庭教育を テーマにした講師・アドバイザーとしても活動。  PTAをはじめとするボランティア活動に約20年携わり、地域や家庭、教育の 現場に寄り添い続けてきました。 起業して20年。女性の社会進出の支援や、子どもたちのより良い教育環境づくりにも力を注いでいます。 現場感覚と実践力を兼ね備え、「一人ひとりの声」を大切にした関わりが持ち味です。 得意分野は、イベント企画や講師業をはじめ、パソコン（Office全般）の活用、 料理、文章作成、そして人の話に丁寧に耳を傾けること。  人と人をつなぎ、想いを具体的な行動へと変えていく力で、チームの前進を支 えています。
	「人と想いをつなぎ、形にする伴走者」



